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第５１回青森県少年空手道大会要項 

 
１．大会名  第５１回青森県少年空手道大会 

２．主 催  青森県空手道連盟、弘前市、青の煌めきあおもり国スポ・障スポ弘前市実行委員会 

３．主 管  青森県空手道連盟大会実行委員会 

４．日 時  令和７年６月７日（土）  県少年大会個人戦（小学）の部 

開  場       ８ 時００分 実行委員、補助員集合 

                  審判会議       ８ 時２０分～４０分迄 

                  開会式        ８ 時４５分 

                    競技開始       ９ 時００分 

                    表彰式        随時行います。 

 令和７年６月８日（日）  県少年大会団体戦（中学）の部 

開  場       ８ 時００分 実行委員、補助員集合 

                  審判会議       ８ 時２０分～４０分迄 

                  開会式        ８ 時４５分 

                    競技開始       ９ 時００分 

                    表彰式        随時行います。 

５．場 所    〒036-8101    青森県弘前市大字豊田 2丁目 3  

青森県武道館   TEL  ０１７２‐２６‐２２００ 

 

６．種 目 （１）個人戦（各団体からの参加制限人数は、ありません。） 

       幼年(4歳から 6歳児)男女混合  形  

       小学１年男子  形、組手      小学１年女子  形、組手 

       小学２年男子  形、組手      小学２年女子  形、組手 

小学３年男子  形、組手      小学３年女子  形、組手 

       小学４年男子  形、組手      小学４年女子  形、組手 

 小学５年男子  形、組手      小学５年女子  形、組手 

       小学６年男子  形、組手       小学６年女子  形、組手 

 中学 1年男子  形、組手      中学 1年女子  形、組手 

 中学２年男子  形、組手      中学２年女子  形、組手 

中学３年男子  形、組手      中学３年女子  形、組手 

※ 小学の部は 3 位決定戦を行わない。※ 中学の部は 3 位決定戦を行う。 

 

（２）団体戦（各団体からの団体参加制限数は、ありません。） 

       小学１部     形 （１～２年）（３人１チーム、）男女混合可 

       小学２部     形 （３～４年）（３人１チーム、）男女混合可 

       小学３部     形 （５～６年）（３人１チーム、）男女混合可 

       小学１部       組手（１～２年）（３人１チーム、）男女混合可 

       小学２部男子     組手（３～４年）（３人１チーム、） 

       小学２部女子      組手（３～４年）（３人１チーム、） 

       小学３部男子     組手（５～６年）（３人１チーム、） 

       小学３部女子     組手（５～６年）（３人１チーム、） 

 

       中学 団体   形 （１～３年）（３人１チーム、）男女混合可 

       中学 男子団体 組手 （１～３年）（３人１チーム） 

       中学 女子団体 組手 （１～３年）（３人１チーム） 

       

※ 組手競技は、オーダー表の提出が必要です。競技開始までに、コート主任へ提出してください。 

       なお、オーダー表は、申込書の末シートにあります。各団体は、オーダー表を事前作成し、切り取

ったものを持参して試合時に活用してください。 

  ※ 団体戦においては小・中学の部両方とも 3 位決定戦を行わない。 
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７．参加資格 

（１）小・中学生は、青空連の加盟団体に所属しており、全空連への登録及び青空連会員負担金を納入している 

男女とする。ただし、申請中の者も参加可能とするので、参加申し込みをした選手（当日の棄権を含む）は、 

後日、確実に申請を行うこと。個人戦・団体戦ともに人数・団体制限はありません。 

幼年に限り全空連登録は未登録でも参加可能とする。 

（２）参加選手は、背中に団体名と選手名を記したゼッケンのみを縫い付けること。ボタンでの装着は認めない。 

 

８．参加料 （１）個人戦 一人 一種目  ２，０００円 

      （２）団体戦 一チーム    ６，０００円 

 

９．競技方法 

（１）形競技 

  ・ トーナメントフラッグ方式で行う。 

  ・ 団体戦は、登録した選手より任意の３名を選出する。決勝まで、赤、青、交互に演武を行う。 

  ・ 個人戦は、準々決勝まで、赤・青同時に演武し、準決勝以降、赤、青、交互に演武を行う。 

ア 実施要領 

・ 個人形の演武は「斜めに入る」「礼」「（赤青の順に）形名を言う」「演武する」。 

終わったら「礼」「後ろへ下がる」「判定を受ける」こととする。（時間短縮のため、礼は２回とする。） 

・ 幼年、小学生 

ａ 準々決勝まで全空連基本形１～４の中から行う。同じ形を繰り返しても良い。 

ｂ 準決勝以上は、（公財)全空連第Ⅰ・Ⅱ指定形を加えた上でそれまでに演武していない形を演武する。 

※ 幼年・1・２年生の部においては決勝戦まで同じ形を演武して良いものとする。 

  ・中学生 

a   第１ラウンドは第Ⅰ・第２指定形から行う。 
ｂ  第２ラウンド・メダルマッチは得意形から行う。 
 
すべてのラウンドを点数方式で行う。 

（２）組手競技 

ア 個人戦・団体戦ともトーナメント方式で行う。 

イ 団体戦は初戦以降の試合も、それぞれのチームどちらかの勝敗が決まっても全ての試合を行う。両チーム

が 2 名の場合のオーダーは先詰めとする。各団体は、競技開始直前までに登録した選手から選出したオーダ

ー表を競技するコート主任へ提出する 

ウ 競技時間は、すべての試合において１分３０秒（フルタイム）とする。勝敗は６ポイント差が生じた場合、 

または（公財）全空連空手競技 組手競技第７条により決められる。 

 エ 安全具：組手全種目に全空連検定品である安全具を各自で準備する。 

小学生用拳サポーター(赤・青リバーシブル,赤・青拳サポーター全空連検定品)、メンホーNo.６以上、ボ

ディプロテクター、小学生用インステップガードとシンガードを着装すること。中学生のインステップガ

ード、シンガードについては、赤青の使用可とする。 

      小学３年生以上の男子は、セーフティカップを着装する。その他は団体の責任者の判断に委ねるが事故発

生の際、大会実行委員会の責任とはならない。 

ボディプロテクターは、空手着の中に競技規定通り着用すること。また、安全具の共有は認めない。 

  オ 当日、医師が確保できた場合は、１０カウントルールを適用する。 

１０．表彰 

（１）個人競技 １位から３位まで賞状及びメダルとする。 

（２）団体競技 １位から３位まで賞状及びメダルとする。（賞状４枚、メダル４個） 

 （３）総合の部 賞状及びトロフィー 

     昨年の大会時の結果により持ち回りのカップ（優勝をお持ちの団体は、忘れずにお持ちください） 

１１．審 判 員 

     全空連公認審判員及び青空連が認めた審判員を基準として審判団を編成する。多くの審判を確保したい 

ため、保護者を含めた経験者は、審判としての参加をお願いします。 
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 県審判として登録していない方であっても、希望があれば審判をお願いしたいと思います。 

     ※審判員の監督兼務を可能とする。 

１２．申し込み 

 （１）締め切り  参加申し込み（メールでの申し込み書送付）    令和７年 5月 13日（火） 必着 

          入金申し込み                  令和７年 5月 13日（火） 

（２）申し込みは、メールにて以下へお願いします。 

  大会実行委員会 事務局  工藤 俊樹 e-mail : tosiki1976@gmail.com 

  （３）入金先 

 口 座 ゆうちょ銀行 口 座 ゆうちょ銀行 記号１８４１０ 

   番 号 ０２２８３９１１（他銀行から振り込みの場合は０２２８３９１）  

店 名 ８４８（読みハチヨンハチ） 

                口座名 工藤 俊樹（クドウ トシキ）  

                ※ 領収書は、銀行振込領収書を持って替えさせて頂きます。 

（４）各種問い合わせについて 

  申込受付については、大会実行委員会事務局までメールで問い合わせください。 

  その他要項等についての問い合わせは、青森県空手道連盟理事長、事務局長までメールで問い合わせく

ださい。 

 

１３．トーナメントの優先 

   小学生３～６年生及び中学生は、昨年の県少年大会 2 位入賞者にトーナメントの配置を優先しますが、シー

ドとは限りません。 

よって、申込書の欄に昨年の県少年大会の 2 位までの順位を入力してください。 

申し込み時に順位が記されていない（忘れた）場合、後日の連絡による優先はできません。ご了承願います。 

 

１４．補助員 

   各参加団体に補助員の協力をお願いしますので、宜しくお願いします。ジャージ等の服装とする。 

 

１５．その他  

 （１）スポーツ安全保険に加入のこと。本大会での傷害発生時は、応急措置のみ行います。健康保健証を必ず携 

帯するようにして下さい。  

 （２）大会申込用紙の参加選手欄には、必ずフリガナを付けて下さい。 

    （３）各団体の監督は、各団体４名以内とし、１８歳以上であれば可。監督の服装は、スーツ（ネクタイ不要）

空手着、全空連ジャージ、Ｙシャツ（半袖可）にスラックス等のいずれかとする。ＩＤカードの発行を行

います。  

（４）大会プログラムは、大会数日前に各団体に電子メールにて送付します。 

（５）役員は、監督の兼務を可とする。役員、審判、監督、補助員は、選手と接触しても良い。  

 （６）空手着の裾や袖を内側に折ったものは、縫い付けていた場合（金属不可）に限り着用を認めます。 

（７）赤・青紐は、準備しない。各自で赤・青紐、または赤・青帯を持参すること。  

 （８）持ち回り優勝カップをお持ちの団体は、忘れずに持参してください。 

 （９）駐車場では、マナーを守ってください。無理な割込み、無理な駐車はもちろん、ゴミや吸い殻は、各家庭 

で持ち帰ってください。なお、大会運営上、役員・審判等の駐車場は、確保する必要があるため制限をかけ 

ています。 

 （10）敷地内での喫煙は一切認めない。見かけた場合、その団体は出場停止など、厳正に対処します。 

  (11) 競技や催しの様子を撮影し、HP 等に写真の掲載をする予定です。掲載することに賛同できない人は、団

体長を通して大会事務局へ知らせて下さい。 

 (12)大会期間中、中体連と重なることから役員・審判は武道館裏の遠的弓道場の駐車場を使用して下さい。 

(13)審判の出入り口は、競技場を正面に左奥になります。図を参照して下さい。 
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１６．大会期間中、想定外の事態が発生した場合は、運営に関することは大会実行委員会が、競技に関すること 

は審判長が決定権を持つものとする。 

 

１７，追記事項 

 

① 団体戦において、大会要項に定められた出場人数が、各参加団体内において少ないあるいは多いことによ

る選手救済の特例として、参加（出場）団体同士での複合チームを認める 

 

・ （例；選手４名の場合、3名で１チーム、残り１名は他団体と組み出場⇒ 〇 ） 

・ （例；２人＋２人の複合チーム⇒ × ） 

・ （例：１人＋２人の複合チーム⇒ 〇 ） 

・  (例：１人＋１人＋１人（３団体混合）⇒ 〇 ) 

・ （例：１人＋１人 ２団体で２名 ⇒ 〇 ） 

 
② 複合チームが５位以内に入賞し得点を得た場合は、その参加（出場）団体への得点は加算しないもの 

 とする。 

 

③ 複合チーム名は、参加（出場）団体の名称をすべて『複合チーム』の名称で参加する。 


